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［監修・解説］ 植村秀樹（流通経済大学法学部教授）
現在、世界有数の軍事力となった自衛隊。
その原点たる海上警備隊、警察予備隊とは如何なる組織だったのか。
戦後防衛力の起源を記録したY委員会文書と各連隊公式史を影印形式で刊行。

【本書の特色】

◎自衛隊・保安隊の前身である海上警備隊、警察予備隊について、それぞれ、創設
の経緯を記録したY委員会文書及び各連隊等の公式史を影印形式で刊行。
◎Y委員会文書（����-��年）は、長い間海上幕僚監部で保管され、近年、防衛省防
衛研究所に移管されたものである。同文書は、海上保安庁内で極秘に進められた海
軍力再建について、充足すべき人員、艦艇、航空機の数、必要となる予算、教育な
どについて、綿密に協議した記録を残している。
◎警察予備隊の各連隊史（����-��年）は、保安隊への移行を契機として、�年間の
活動成果をまとめたものと見られ、いずれも各連隊の設置の経緯、隊員の募集、装
備・訓練、米軍からの協力、地域社会との関係等について、写真とともに詳細に記
述している。ただし、国立公文書館における公開基準に基づき、一部に不開示（黒
塗り）とされた箇所も含んでいる。
◎最終巻に監修者による解説を附す。

★2024 年 ７月搭載開始（以後続巻です） 
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